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男女共同参画を進めていく上での課題 課題解決のために必要なこと 
（どの主体が何をするべきかなど） 

・ 社会全体で性別による役割分担意識が残ってお
り、家庭内では、女性は家事をやらなければいけ
ない、男性はそれを手伝うという意識がある。 

・ 夫婦間で男女の役割について話し合うことや意見
を共有する時間を作る。 

・ 家庭内だけでなく地域や企業のこれまでの仕組み
を見直すことが必要である。 

・ 働く場面において、男性は管理職・女性は補助的
な役割の立場が多く、女性が管理職だと珍しいと
感じる。 

・ 会社が個人の特性を理解する取組を行う。 
・ 会社の方針やトップの意識改革を図る。 

・ 学校での性教育は男女別にやっているため、理解
の差から将来的に影響が出ていると思う。 

・ 小学校のうちから男女で同じことを勉強していく
ことが大切。 

・ 昼間の発災時、外で働いている人が多い中で、在
宅の高齢者や女性しかいない場合に何ができるの
か、どのようにすればよいのか分からない。 

・ 避難所での仕事や作業をリストアップして女性に
見てもらう契機を作る。 

【記入例】 

※「（資料 3）講座及び大学におけるワークショップ結果」から抜粋 
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